

















( 2 ) : 「13̃19世紀における列島北方地域とア
ムール川流域との相互関連に関する研究」)の分
担者として, 榎 森 氏 と と も に ウ ラ ジ オ ス ト ッ ク
市にあるロシア科学アカデミ 一極東支部・ 歴史
考古民族学研究所を訪問した。 目的は, 同研究
所 の ア レ ク サ ン ド ル R . ア ル テ ミ ェ フ氏が発掘
調査をしたアムール川下流河岸にある明時代・
永寧寺跡出土瓦を直接観察し, アルテミ ェ フ氏
と年代論を中心に意見交換するためである (佐
川2005a)。ロシア正教の祝日にも関わらず, ア





見し, すでに当該期には 「粘土板巻き作り」 が
存 在 し て い た こ と を は じ め て 確 認 し た ( 佐 川
2005a)。 これは 「粘土紐巻き作りから粘土板巻


























































よ う な こ と は ど う し て 起 こ っ た の か。超横長の
1范型を粘土に先に押圧して残された文様の右寄




軒平瓦の製作に当たっては, 図 2-1 の よ う な
円錐台形の 「粘土円筒」 が用意される。 これは
長方形の枠板を紐で連結したものを巻いた 「模
骨」 を内型に しており, 金時代の場合にはその
外側に粘土紐を巻き付けて形成される。 これを





図 1  ウラジォストック発見の粘土円簡上方 1i1lii型押圧施文による軒平瓦 (金時代)
A Flat Eave Tile by Impressions ( ) f a Design with a Woocien Mould over
a Clay Cyllnder in the Russian Far East, Jin Period
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ど施文を繰り返す(図2-3b)。 さ ら に ,模骨福を
取り外し,  粘土円筒の 1lll]面側から側面中間まで
ナイフ状工具で分割截線を入れ(図2-4), 最後





Impressions of a Design
by a Fan-shapcd
Wooden Mould over a
Cla、 C、] i l lder.
図 2  粘土紐相巻き作りによる軒平瓦
FIat Eave Tilesby the Coi1-building Method on a CylindricalWooden Tub






て 施 文 す る こ と が,重要な発見なのである。以
下,類似例を取り上げて,その施文手法(上方
籠型押圧施文と略す) について補足する。
来・金時代における 「粘土円筒上方 fli型押圧施文によるlllf平瓦」 の発見 3
l・ lin l ld・
1. 西一更Western Xia: ;同i寺口双培 2 . 金 J i n :沿海州 3 . 通Liao :祖州城
(11世紀前葉̃13世紀前葉) (12世紀前葉一一13世紀前.11l11) (10世紀前葉̃l2世紀前装)
図 3  西更̃金時代の粘土紐桶巻さ作りのi真跡













文様の重なりを残すものがある (図4 - l ; つ き°
の把型押圧で残された籠端)。これこそが分割前
の逆円鐘台形粘土円筒の広端面において上方籠
1. 文様の重複 ) . 上方からの 1范型押圧の実験 3. 能型の重複の御EH-
Lap of Designs. Impressions of a Desig l l with Reconstruction of a Lap u f
a Wooden Mould over a Clay Wooden Moulds.
(_ly linder b l,, an E l1iperimel lt .
図 .1 法隆'さi二西院金堂創建軒平瓦216Aの文様の重複と施文実験
Lap of Designs ol l the First Flat Ea、,e Tiles Type2l6A of the Main Ha1 ]
in the Western Yard of Hor、u, ji Temple. the E l l (l ( J f the7th C.







転 さ せ る こ と も 含 め て, 当時としては画期的な










































し, 法隆寺西院五重塔創建軒平瓦216C に 見 ら
れ る よ う に 8世紀初頭までに衰退, 消滅してい
る。 束アジア各国の草創期の軒平瓦の出現経
緯 ・ 過程については, 相互に密接な関係があっ
た可能性が高いが, その詳細については研究継




















図 5  :lヒ本皇「,'度出土軒平瓦など(1:3)
Flat Eave Tlle of the RoyalGraveyard Site m the N l )rther l l So l l 1g





















明 瞭 に 厚 く な り ,  瓦当文様の種類も増加し, 内
区文様の上下に外縁を作出している。」と記述さ






5-7 ) と ,滴水瓦A・B型(ともに永定禅院通跡
出土) が提示されている。 報文にいう満水瓦は
瓦当縦幅が6.2 ̃ 9.7 c m と 非 常 に 大 き く , 顎が


























と が わ か る。 そして,超横長扇形籠型による上
方押圧施文が, 中国では宋時代初期に出現した
こ と を 明 ら か に し た 。






時代瓦の展示ケ ー スの右隣には,N.G. ア ル テ ミ
エ バ氏が調査・研究しているクラ ス ノ ヤ ロ フ ス
コエ山城から出土した金̃東夏時代の遺物が展
図 6  ロ シア ・ ク ラ ス ノ ヤ口 フスコエ山城出土の事f平11l: (金~東1i時代)
Flat Eave Tiles o f the Krasl loyarovsl、oye Castle Site in the Russian Far East,
the Jin to Eastern Xia Periods
来・金時代にぉける 「粘土円筒上方把型押圧施文によるllFl:平瓦」 の発見 7












































平瓦, そして②上方1范型押圧施文軒平瓦, さ ら
に③非施釉滴水瓦と④緑釉滴水瓦があった。 こ
れらはおそらく①,②,③,④の順に格が上がっ







































を明らかに したのである。見た瞬間「ピ ン ! 」と
来た感動は, 今も忘れられない。 技 術 と い う も












図 7 1li要森進氏 (左一 ) ら と A . R . ア ル テ ミ ェ フ氏
(左二) を 訪 間 ( 2 0 0 5 年 l 月 )
Picture with Dr.A.R. Artemiev and Prof.
Susumu Emori in Vla(iivostok, January
2005
一人の人物がいる。 そ れ は ロ シ ア 科 学 ア カ デ
ミ 一極東支部の歴史考古民族学研究所の故アレ
















ル テ ミ ェ フ氏が2005年12月26日に自宅前で
凶弾に倒れ, 急逝された。」と い う 知 ら せ が, 函
館国立高等工業専門学校の中村和之氏から入つ
た。そのわずか1 ヶ月前に北海道大学で開催さ




に 「故」 と付けなければならないのは, ま さ に



























金誠要11i 1984 「瓦・增」 「考古美術」 162・163(統一新羅時
代4 美術特概), 韓國美術史學會
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